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弊社の基本方針の最初に掲げているのが「おいしいお
菓子を作ろう」というものです。菓子製造業としては当
たり前のことですが、これを実現するのは実は簡単なこ
とではありません。この方針を実践するためには「作り
手が心身ともに健康でなければならない」という社長の
考えがあり、これを反映する意味で、平成元年に年次有
給休暇取得率100％という目標を設定しました。社長の
号令のもと、各職場で協力して対応を進め、各人が年間
計画を立てて取得日を決めたことで初年度から目標を達
成し、以来23年連続で100％取得を継続しています。
年次有給休暇取得がうまく運んだ背景には、長期休暇の
取得を推進したことも大きく影響しています。年に1回、
年次有給休暇を4日以上いれて1週間以上の長期休暇を
計画的に取得することを義務付けています。

「仕事も遊びも一生懸命」というスローガンがあるの
で、弊社の社員はよく休んで、リフレッシュしています。
心身がリフレッシュされることで、仕事の効率化にも
つながります。そうした中で、年次有給休暇以外にも
休暇のチャンスを増やすために作ったのがメモリアル
デー休暇です。子どもの誕生日、結婚記念日など、社
員にとってのメモリアルデーに自由に1日休暇を取得す
ることができます。年次有給休暇を合わせて連続休暇
にする社員も多くいます。
バースデー休暇は本人の誕生日に休むことができる
もので、共済会から1万円の祝い金が支給されます。
また、非日常体験をして私生活も充実させてほしい
という想いから、独自の社内旅行制度もあります。社
員が6人以上集まれば、社内旅行として申請できるもの
で、一人あたり年間20万円の補助金が支給されます。
旅行にかかった費用の80％を会社が負担するもので、
その上限を20万円に設定しています。正社員だけでな
くパート社員も同様に利用できます。それぞれの年次
有給休暇の範囲で年に何回企画してもよく、海外旅行
に行く人たちも多いという、社員の利用頻度が高い制
度です。

東日本大震災の復興支援のために、2011年の5月に
制定し、会社が派遣チームを募って6月に2チームを派
遣しました。5日間の特別無給休暇となっています。元々、
年に1日の特別有給休暇で対応するボランティア休暇は
ありましたが、今回の災害支援に限って急遽制定しま
した。災害派遣で石巻のボランティア作業に従事して
もらったときには、毎日発行する社内報にボランティ
アコーナーを設けて、参加者からの報告を逐次掲載し
ました。

当社には「1人1日1情報」制度があり、パート社員を含
めた全社員がその日の出来事、仕事の改善提案、お客様
からのご注意、個人的な悩みなどを会社に伝えています。
1日に集まる情報は700通ほどありますが、社長はその
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社内日刊新聞「六輪」

こうすればできる！
こうすればのびる！

❶	全社一丸となって取り組む
❷	社員一人一人の声を聞く
❸	取得促進のための補助を支給する

メモリアルデー休暇、
バースデー休暇、ボランティア休暇

「仕事も遊びも一生懸命」しっかり休んで、
しっかり仕事をする

実践 ！
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昨年の6月、5日間の
ボランティア休暇を取
得して、石巻の復興支
援に参加してきました。
往復の時間を除き、実

質3日間のボランティア活動に従事しました。震災が発
生してから、ボランティアに行って何かお手伝いした
いと思っていたのですが、普段からボランティア活動
をしていたわけでもなく、個人ではどのようにして参
加していいのかわかりませんでした。そんなときに会
社で復興ボランティアを募集していることを知り、団
体で行けるということで安心感もあり、参加すること
ができました。年次有給休暇を取得してボランティア
に参加するという方法もありますが、5日という長い期
間の休みをとるのは難しい場合もあります。今回は、
会社が定めた特別な休暇制度を利用しましたので、職

洋生1課

美間 由起子さん
（ボランティア休暇、メモリアルデー休暇）

場での理解もありスムーズに休暇を取得することがで
きました。
兵庫県出身なので、中学生のときに阪神淡路大震災
を経験しており、今回の東北の震災は他人ごとには思
えませんでした。ボランティアの最後の日は、仮設住
宅を1軒1軒まわって、弊社のお菓子を配布しました。
現地からは毎日、「1人1日1情報」を書いて送っていま
したので、社内の人たちにボランティアの活動内容が
伝えられていました。
メモリアルデー休暇は、毎年実家に帰って、甲子園
での高校野球観戦にあてています。メモリアルデー休
暇1日に年次有給休暇をつなげることで、1週間の長期
休暇にして、しっかり休んでいます。甲子園には入社
以来毎年でかけており、「1人1日1情報」で報告してい
るので、私の高校野球好きは社内でも有名らしいです。�

すべてに目を通し、そのうちの120通ほどは写真つきで
翌日の社内報「六輪」に掲載されます。メモリアルデー休
暇やバースデー休暇を取得した社員から、休暇をどう過
ごしたかについての報告が寄せられることもあります。
ところどころに社長のコメントが入るので、重要な社内
コミュニケーションツールとして機能しています。


